
発行所　古河市鴻巣１１８９−４　		古河商工会議所内
　　　　公益社団法人古河法人会　電話	0280（48）６１２３
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＝真夏の祭典「さかいふるさと祭り」＝　　　　　〈境地区会〉
　７月２０日 ( 日 )・２１日 ( 月 )、毎年恒例の「第２９回さかいふるさと祭り」が盛大に開催されました。
２０日午後５時、歩行者天国・鼓笛隊等で祭りが始まり、今年は、サンバチームもパレードに加わり大変
な賑わいで盛り上がりました。また、商店街の各種イベントは、子供たちに大人気「トッキュウジャー」
ショー・農産物出店等の軽トラ市・和太鼓・「ジャンボ」ガラガラ抽選会等が実施されました。
　２１日はサンセットライブが開催され、若者を中心に、約 5千人の聴衆が詰め掛け会場を沸かせました。
ライブ終了後、花火大会がスタートし、境の夜空に大輪の華を咲かせました。
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定
例
総
会
は
去
る
五
月
十
五

日(

木)

古
河
市
内
「
カ
ナ
ル
ハ
ウ

ス
」
を
会
場
に
、
古
河
税
務
署
田

代
茂
前
署
長
ほ
か
多
数
の
ご
来
賓

を
お
招
き
し
開
催
し
た
。

　

総
会
の
前
に
、
「
は
と
バ
ス
」

を
再
生
さ
せ
た
元
社
長
の
宮
端
清

次
氏
を
招
き
、
「
サ
ー
ビ
ス
で
日

本
一
を
目
指
せ
」
と
題
し
、
公
開

講
演
会
を
開
催
。
内
容
は
、
「
三

つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
①
お
客
様
に
選

ん
で
い
た
だ
く
②
収
益
の
確
保
③

あ
り
が
と
う
の
感
謝
の
気
持
ち
・

「
は
と
バ
ス
の
歴
史
」
・
「
社
長

の
志
」
の
中
で
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
で

の
パ
ー
ト
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
の
子
供

を
亡
く
し
た
夫
婦
が
「
お
子
様
ラ

ン
チ
」
三
人
前
を
注
文
受
付
し
た

対
応(

本
来
受
付
で
き
な
い
ル
ー

ル
で
更
に
、
お
子
様
分
の
料
金
を

ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
が
負
担
し
た
内

容)

・
五
つ
の
気
①
ヤ
ル
気
②
元

気
③
本
気
④
根
気
⑤
意
気
等
を
具

体
的
な
例
を
挙
げ
て
の
内
容
で
、

参
加
者
約
百
二
十
名
が
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
聴
講
し
た
。

　

通
常
総
会
は
、
弓
削
会
長
を
議

長
に
、
平
成
二
十
五
年
度
の
事
業

報
告
・
決
算
、
二
十
六
年
度
の
事

業
計
画
・
予
算
報
告
が
審
議
さ

れ
、
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
の
後
、
関
係
者
の
表
彰
が

第
二
十
九
回
『
通
常
総
会
』
を
開
催

表 

彰 

状 

等 

受 

彰 

者

（
敬
称
略
）

顧　

問　
　
　
　
　

（
地
区
会
）

　

岩
﨑　
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（
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河
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理　

事
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公
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河
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（　

〃　

）

　

野
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利
夫	

（　

〃　

）

　

野
澤　

豊
輔	

（　

〃　

）

　

大
和
田
五
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（　

〃　
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菅
沼　

康
次	

（
坂　

東
）

　

中
山　
　

茂	

（　

〃　

）

　

奥
村　

秋
夫	

（　

〃　

）

　

野
村　

義
照	

（　

〃　

）

　

張
替　

昌
伯	

（　

〃　

）

　

間
瀬
賢
次
郎	

（　

境　

）

　

安
井　

正
博	

（　

〃　

）

　

稲
垣　

英
世	

（　

〃　

）

　

荒
井　

靖
雄	

（
総　

和
）

　

小
倉　

邦
義	

（　

〃　

）

　

塚
田　
　

孝	

（
三　

和
）

　

初
見　

周
一	

（　

〃　

）

　

荒
川　

克
正	

（
五　

霞
）

　

長
島　

茂
雄	

（　

〃　

）

　
監　

事

　

小
林　

敏
明	

（
古　

河
）

　

中
村　

幸
生	

（
坂　

東
）

　

内
海　

正
富	

（　

境　

）

平成25年度〜平成26年度　役　員　名

副会長
森田　敏男

副会長
塚原　　実

副会長
矢澤　啓次

副会長
渡邉 昇

会　長
弓削　重次

副会長
須釜　利行

行
わ
れ
、
左
記
の
方
々
・
地
区
会

が
功
労
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

大
勢
の
ご
出
席
も
得
て
、
華
や
か

な
宴
と
な
り
、
歓
談
も
盛
り
上

り
、
無
事
終
了
し
た
。

◎
公
益
財
団
法
人
全
国
法
人
会

総
連
合
会
長
表
彰

理
事　
川
島
栄
氏　(
古
河
地
区
会
）

◎
一
般
社
団
法
人
茨
城
県
法
人
会

連
合
会
会
長
表
彰

理
事　
野
澤
豊
輔
氏　(

古
河
地
区
会)

理
事　
小
倉
邦
義
氏　(

総
和
地
区
会)

◎
厚
生
事
業
推
進

優
良
地
区
会
表
彰

　

金　

賞　

五
霞
地
区
会

　

銀　

賞　

古
河
・
坂
東
・
境

　
　
　
　
　
　
　

総
和
地
区
会

　

銅　

賞　

該
当
な
し

☆
紹
介
状	

　

(

二
十
一
年
度
よ
り
開
始)　

　
　
　
　
　

五
霞
地
区
会

☆
役
員
加
入
率
一
位

　

(

二
十
五
年
度
よ
り
開
始)

　

親　

会　
　

五
霞
地
区
会

　

青
年
部　
　

五
霞
地
区
会

　

女
性
部　
　

該
当
な
し

◎
会
員
増
強
運
動
報
奨
金
贈
呈

　

☆
目
標
達
成
・
加
入
率
六
十
％

　
　

維
持
し
た
地
区
会

　

＊
五
霞
地
区
会

　

☆
会
員
獲
得
地
区
会

　

＊
古
河
・
坂
東
・
境
・

　
　

総
和
・
三
和
地
区
会
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「公益社団法人古河法人会」として本格的に活動中！

―平成25年４月１日よりー

　民法の改正により、公益法人制度改革法が施行されたことに伴い、それに基づき当法人会は、

平成25年4月1日公益社団法人としてスタートし、本格的に活動展開中です。

　25年度から、公益目的である「不特定かつ多数の者の利益の増進に寄与する」ために、会員

企業のみならず、一般市民を対象としたものを取りいれた各種事業を推進中ですので、今後とも

より一層のご協力をお願い申しあげます。

　尚、今回の組織改革により、従来は法人企業が加入する組織でありましたが、当法人会の事業

に賛同する個人も賛助会員（会費は、年間6,000円です。）として加入することができるように

なりましたので、この機会に是非入会いただけるようお勧め頂ければとお願い申し上げます。

弓削会長あいさつ 講演会（宮端清次氏）

田代茂前古河税務署長あいさつ
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◎ （公社）古河法人会地区会別会員加入状況	 （平成26年６月末現在）　　
地区会名 法人数 会員数 加入率% 地区会名 法人数 会員数 加入率%
古　　河 1,013 489 48.3 三　　和 686 269 39.2
坂　　東 1,217 515 42.3 五　　霞 184 128 69.6
境 573 322 56.2

総　　和 865 299 34.6 合　　計 4,538 2,022 44.6%

科　　　目 予算額 決算額 増　　　減 備  考
Ⅰ事業活動収支の部
　１事業活動収入
　　基本財産・特定資産運用収入 8,000 2,385 5,615
　　入会金収入 130,000 16,000 114,000 8社
　　会費収入 12,720,000 12,339,000 381,000 2,080社
　　事業収入 115,000 384,665 △	269,665
　　補助金等収入 6,949,000 6,994,300 △	45,300
　　受取負担金収入 1,100,000 1,064,000 36,000 坂東地区会特別会費1社2千円
　　雑収入 190,000 687,727 △	497,727

　　　事業活動収入計 21,212,000 21,488,077 △	276,077
　２事業活動支出
　　事業費支出 19,100,800 19,523,997 △	704,763

会 場 費 支 出 945,000 1,226,566 △	281,566 税務研修会・経営講演会
資 料 費 支 出 739,000 960,012 △	221,012 〃
諸 謝 金 支 出 1,485,000 876,475 608,525 〃
給 料 手 当 支 出 4,468,800 4,497,600 △	28,800
福 利 厚 生 費 支 出 884,000 915,000 △	31,000
会 議 費 支 出 1,195,000 893,627 301,373 理事会・委員会他
表 彰 費 支 出 290,000 194,995 95,005
寄 付 金 支 出 1,710,000 1,481,662 228,338 社会福祉協議会・交通安全、防犯協会

旅 費 交 通 費 支 出 1,938,000 1,694,485 243,515 青年の集い全国大会
通 信 運 搬 費 支 出 1,431,000 1,711,211 △	280,211 ほうじん郵送料他
消 耗 品 費 支 出 322,000 639,119 △	317,119
賃 借 料 支 出 267,000 342,000 △	75,000
保 険 料 支 出 48,000 68,960 △	20,960
支 払 負 担 金 支 出 1,170,000 1,174,414 △	4,414 青年の集い
委 託 費 支 出 998,000 1,537,300 △	539,300 地区会事務委託費
雑 費 支 出 83,000 70,082 12,918

　　管理費支出 5,307,200 3,790,632 1,516,568
会 場 費 支 出 407,000 106,039 300,961
資 料 費 支 出 41,000 3,418 37,582
給 料 手 当 支 出 331,200 302,400 28,800
会 議 費 支 出 1,180,000 1,037,884 142,116 総会他
表 彰 費 支 出 180,000 507,150 △	327,150
渉 外 慶 弔 費 支 出 490,000 581,477 △	91,477
旅 費 交 通 費 支 出 631,000 158,216 472,784
通 信 運 搬 費 支 出 330,000 62,254 267,746
印 刷 製 本 費 支 出 220,000 208,434 11,566
租 税 公 課 支 出 131,000 127,200 3,800
支 払 負 担 金 支 出 298,000 115,400 182,600 県連負担金他
委 託 費 支 出 493,000 22,200 470,800 地区会事務委託費
そ の 他 支 出 575,000 558,560 16,400

　　事業活動支出計 24,408,000 23,314,629 1,093,371
　　事業活動収支差額 △	3,196,000 △	1,826,552 △	1,369,448

II	投資活動収支の部
　１投資活動収入
　　特定資産取崩収入 630,000 630,000 0
　 　 講 演 会 引 当 資 産 取 崩 収 入 630,000 630,000 0
　　投資活動収入計 630,000 630,000 0
　２投資活動支出
　　特定資産取得支出 1,110,000 460,000 470,000
　 　 講 演 会 引 当 資 産 取 得 支 出 630,000 160,000 470,000
　 　 退 職 給 与 引 当 資 産 取 得 支 出 480,000 300,000 180,000
　　投資活動支出計 1,110,000 460,000 470,000
　　投資活動収支差額 △	480,000 170,000 △	650,000

Ⅲ財務活動収支の部
　１財務活動収入 0 0 0
　２財務活動支出 0 0 0
　　財務活動収支差額 0 0 0
当期収支差額 △	3,676,000 △	1,656,552 △	2,019,448
前期繰越収支差額 8,685,912 8,685,912 0
次期繰越収支差額 5,009,912 7,029,360 △	2,019,448

収　　支　　計　　算　　書
平成25年４月１日から平成26年３月31日まで

（単位　円）

参考)1.増減額は「予算額」－「決算額」の算式です。
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科　　　目 当年度 前年度 増減 摘　　要
Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.　経常増減の部
　（1）経常収益
　基本財産運用益 3,000 3,000 0
　特定資産運用益 5,000 5,000 0
　受取入会金 162,000 130,000 32,000 54社分
　受取会費 12,300,000 12,720,000 △	420,000 2,050社分
　事業収益 265,000 115,000 150,000
　受取補助金 7,506,000 6,949,000 557,000
　　受取助成金振替額 7,103,000 6,546,000 557,000 全法連公益事業助成金
　　受取補助金 403,000 403,000 0 市町村補助金
　受取負担金 1,062,000 1,100,000 △	38,000 坂東地区会<年2千円>531社
　雑収入 221,000 190,000 31,000
　経常収益計 21,524,000 21,212,000 312,000
　（2）経常費用
　事業費
　税の啓発事業費 9,979,200 9,352,200 627,000
　　会場費・資料費・諸謝金 971,000 1,071,000 △	100,000 税務研修会
　　旅費交通費 1,162,000 798,000 364,000 全国青年の集い<25年度参加者31名>
　　通信運搬費 1,232,000 1,140,000 92,000 機関誌・全法連「ほうじん」等送付
　　賃借料 143,000 143,000 0 事務所・駐車場賃借料
　　支払負担金 542,000 516,000 26,000 県連会費・各種全国大会登録料等
　　委託費 1,234,000 998,000 236,000 商工会議所・商工会(事業推進分)等
　　その他 4,695,200 4,686,200 9,000
地域社会貢献事業費 5,058,400 5,785,400 △	727,000
　会場費・資料費・諸謝金 1,126,000 1,563,000 △	437,000 経営研修会・セミナー等
　　寄付金 1,276,000 1,710,000 △	434,000 社会福祉協議会・防犯協会・交通安全協会等
　　賃借料 91,000 91,000 0 事務所・駐車場賃借料
　　支払負担金 185,000 242,000 △	57,000 県連会費等
　　その他 2,380,400 2,179,400 201,000
会員支援事業費 3,747,200 4,282,200 △	535,000
　会場費・会議費 1,630,000 1,645,000 △	15,000 視察研修・賀詞交歓会・懇親会等
　表彰費 220,000 240,000 △	20,000 功労者表彰
　旅費交通費 648,000 1,025,000 △	377,000 視察研修等
　賃借料 33,000 33,000 0 事務所・駐車場賃借料
　	支払負担金 307,000 412,000 △	105,000 県連会費等
　その他 909,200 927,200 △	18,000 県連会費等
福利厚生等事業費 0 0 0
管理費 5,315,200 5,341,200 △	26,000
　会場費・会議費 1,682,000 1,587,000 95,000 総会・懇親会等
　表彰費 190,000 180,000 10,000 受賞者記念品
　通信運搬費 371,000 330,000 41,000 会費請求等
　減価償却費 10,000 10,000 0 古河地区会車両等
　消耗品費 233,000 174,000 59,000 事務用
　修繕費 20,000 20,000 0 古河地区会車両
　車両費 67,000 63,000 4,000 古河地区会
　賃借料 71,000 71,000 0 事務所・駐車場賃借料
　保険料	 71,000 74,000 △	3,000 古河地区会車両
　租税公課 131,000 131,000 0
　支払負担金 270,000 298,000 △	28,000 県連会費等
　支払手数料 96,000 59,000 37,000 会費収納振込他
　委託費 551,000 493,000 58,000 商工会議所・商工会(事務管理分)等
　その他 1,552,200 1,851,200 △	299,000
部会助成金 0 0 0
支払納付金 0 0 0
　経常費用計 24,100,000 24,761,000 △	661,000
　当期経常増減額 △	2,576,000 △	3,549,000 973,000
2.経常外増減の部
　（1）経常外収益 0 0 0
　（2）経常外費用 0 0 0
　当期経常外増減額 0 0 0
　　当期一般正味財産増減額 △	2,576,000 △	3,549,000 973,000
　　一般正味財産期首残高 18,447,610 20,626,251 △	2,178,641
　　一般正味財産期末残高 15,871,610 17,077,251 △	1,205,641
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　指定正味財産期首残高 5,000,000 5,000,000 0
　　指定正味財産期末残高 5,000,000 5,000,000 0
Ⅲ　	正味財産期末残高 20,871,610 22,077,251 △	1,205,641

平成26年度収支予算積算明細書（損益計算ベース）
期間　平成26年４月１日から平成27年３月31日まで

（単位　円）

（参考）１　増減額は「当年度」−「前年度」の算式です。
　　　　　　　　　　公益事業比率　　　　　　62.4％
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着
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
財
務

省
主
税
局
か
ら
古
河
税
務
署
長
に

着
任
い
た
し
ま
し
た
金
澤
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

税
務
署
で
の
勤
務
は
二
十
年
ぶ

り
で
す
が
、
前
署
長
同
様
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
古
河
法
人
会
の

皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行

政
全
般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
こ
の
場
を
お
借

り
い
た
し
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
「
よ
き
経
営
者

を
め
ざ
す
も
の
の
団
体
」
と
し

て
、
正
し
い
税
知
識
の
普
及
や
納

税
道
義
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
決

算
期
説
明
会
や
新
設
法
人
説
明
会

な
ど
の
各
種
研
修
会
並
び
に
講
演

会
、
更
に
は
、
小
学
校
児
童
に
対

す
る
租
税
教
室
へ
の
積
極
的
な
取

組
み
な
ど
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献

活
動
を
幅
広
く
展
開
し
、
会
活
動

の
充
実
と
発
展
に
努
力
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
社
会
に
密
着

し
た
魅
力
あ
る
会
運
営
に
期
待
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
増

強
運
動
が
実
を
結
び
、
よ
り
活
力

あ
る
組
織
が
築
き
上
げ
ら
れ
ま
す

こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
の
信
頼･
協
力
関
係
を

更
に
強
化
し
、
法
人
会
の
皆
様
と

足
並
み
を
揃
え
、
引
き
続
き
連

携
・
協
調
を
図
っ
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
税
務
行
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
や
電
子
商
取
引
の

拡
大
、
社
会
保
障
・
税
番
号
の
導

入
等
の
事
務
の
効
率
化
な
ど
大
き

く
変
化
し
て
お
り
、
ま
た
、
国
税

通
則
法
や
消
費
税
法
、
相
続
税
法

の
改
正
な
ど
国
民
の
皆
様
の
税
に

対
す
る
関
心
は
益
々
高
ま
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
四
月
に
は
消
費

税
が
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
多
く
の
事
業

者
及
び
消
費
者
に
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
で
あ
る
た
め
、
署
に
お
い

て
は
「
改
正
消
費
税
相
談
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
置
し
、
改
正
消
費
税

に
対
す
る
相
談
の
ほ
か
、
転
嫁
拒

否
等
に
関
す
る
相
談
に
も
、
政
府

一
丸
と
な
っ
て
対
応
し
て
お
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　　

ま
た
、
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
「
納
税
者
の
自
発
的
な
納

税
義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円
滑

に
実
現
す
る
」
と
い
う
使
命
を
適

切
に
果
た
し
て
い
く
た
め
、
「
内

国
税
の
適
正
か
つ
公
平
な
課
税
及

び
徴
収
の
実
現
」
等
を
図
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
人

的
及
び
物
的
資
源
を
最
大
限
有
効

古
河
税
務
署
長

金　

澤　

節　

男	

税
務
署
長

金　

澤　

節　

男（
財
務
省
）

総
務
課
長

　
　

渡　

邊　

敬　

子

課
長
補
佐

砂　

川　

靖　

幸（
越　

谷
）

管
理
運
営
第
一
部
門
統
括
官

齋　

藤　

一　

江（
国
税
局
）

管
理
運
営
第
二
部
門
統
括
官

　
　

樫　

村　

静　

夫

管
理
運
営
第
一
門
総
括
上
席

松　

下　

恵
美
子（
浦　

和
）

徴
収
部
門
統
括
官

　
　

池　

田　
　
　

浩

個
人
課
税
第
一
部
門
統
括
官

高　

橋　

浩　

之（　

巻　
）

幹
部
職
員
名
簿
（
前
任
地
）

古
河
税
務
署

に
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

事
務
の
簡
素
化･

省
力
化
を
進
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
信
頼
さ

れ
る
税
務
行
政
を
進
め
る
た
め
に

は
、
納
税
者
の
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
が
あ
っ
て
、
初
め
て
成
り

立
つ
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用

促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
納
税
者

の
皆
様
の
利
便
性
の
向
上
に
大
き

く
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
事
務
の

効
率
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、

積
極
的
に
そ
の
普
及
に
取
り
組
ん

個
人
課
税
第
二
部
門
統
括
官

　
　

大　

野　

雅　

久

個
人
課
税
第
一
部
門
総
括
上
席

　
　

和
久
井　

隆　

次

資
産
課
税
部
門
統
括
官

中　

野　

達　

也（
国
税
局
）

法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
官

　
　

酒　

井　

啓　

介

法
人
課
税
第
二
部
門
統
括
官

田　

中　

悦　

男（
所　

沢
）

法
人
課
税
第
三
部
門
統
括
官

北　

村　
　
　

豊（
竜
ケ
崎
）

法
人
課
税
第
一
部
門
総
括
上
席

　
　

小　

山　

昌　

子

で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

古
河
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
拡
大
推

進
を
事
業
計
画
に
掲
げ
て
い
た
だ

く
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
ま
す
が
、
な
お
一
層
の
ご
活

用
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
公
益

社
団
法
人
古
河
法
人
会
の
益
々
の

ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
繁
栄

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
着
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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平成 26 年３月に税法等の一部が改正されました。主な改正内容は次のとおりです。 

＜消費税関係＞ 

１ 簡易課税制度のみなし仕入率の見直し 
【改正の概要】 

簡易課税制度のみなし仕入率が次のとおり改正されました。 

・金融業及び保険業が、第四種事業から第五種事業へ（みなし仕入率 60％⇒50％） 

・不動産業が、第５種事業から新たに設けられた第六種事業へ（みなし仕入率 50％⇒40％） 

【適用開始時期】 

原則として、平成 27 年４月１日以後に開始する課税期間から適用されます。 

事 業 の 種 類 みなし仕入率 

【改正前】 

 

 

みなし仕入率

【改正後】 

卸売業  購入した商品を性質、形状を変更しないで、他

の事業者に販売する事業をいいます。 

９０％ 

（第一種） 

 ９０％ 

（第一種） 

小売業 購入した商品を性質、形状を変更しないで、消

費者に販売する事業をいいます。 

８０％ 

（第二種） 

 ８０％ 

（第二種） 

製造業等  農業、林業、漁業、鉱業、採石業、砂利採取業、

建設業、製造業、製造小売業、電気業、ガス業、

熱供給業、水道業をいいます。 

 

７０％ 

（第三種） 

  

７０％ 

（第三種） 

その他事業 飲食店業、その他の事業  

６０％ 

（第四種） 

 ６０％ 

（第四種） 

金融業及び保険業 ５０％ 

（第五種） 
サービス業

等 

運輸通信業、サービス業（飲食店業を除く） ５０％ 

（第五種） 不動産業 ４０％ 

（第六種） 

 

２ 課税売上割合の計算における金銭債権の譲渡に係る対価の額の算入割合
の見直し 
【改正の概要】 

これまで、消費税の課税売上割合の計算上、貸付金、預金、売掛金その他金銭債権（資産の譲渡等

の対価として取得したものを除きます。）の譲渡については、その譲渡に係る対価の額の全額を資産

の譲渡等の対価の額（分母）に算入することとされていましたが、今回の改正によりその譲渡に係る

対価の額の５％相当額を資産の譲渡等の対価の額（分母）に算入することとされました。 

【適用開始時期】 

原則として、平成 26 年４月１日以後に行われる金銭債権の譲渡について適用されます。 

 

 

 

 

 

      金銭債権の譲渡に係る対価の額の全額を資産の譲渡等の対価の額に算入 改正前 

      金銭債権の譲渡に係る対価の額の５％に相当する金額を資産の譲渡等の対価の額に算入 改 正 後
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＜法人税関係＞ 

１ 中小企業投資促進税制の拡充・延長 
【改正の概要】 

地域経済を支える中小企業の投資の活性化を図る観点から、現行制度の適用期限を３年間延長する

とともに、特定機械装置等のうち、生産性の向上につながる設備等の取得又は制作をした場合には、

即時償却又は７％税額控除（資本金 3000 万円以下の法人は 10％税額控除）ができる措置を追加しま

した。 

【適用開始時期】 

産業競争力強化法の施行日（平成 26 年 1 月 20 日）から平成 29 年 3 月 31 日までの間に取得又

は製作をする設備等について適用されます。 

【特定機械装置等とは】 

①160 万円以上の機械装置、②120 万円以上の一定の工具、器具備品、③70 万円以上の一定の

ソフトウェア、④車量総重量 3.5t 以上の貨物自動車、⑤内航海運業の用に供される船舶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 26 年分 年末調整説明会のお知らせ】 
 給与所得者に係る年末調整説明会を下記の日程により開催いたします。  

 送付されたパンフレット等をご持参の上、ご都合のよい時間及び場所にお越しください。 

 一部の用紙については、国税庁のホームページからダウンロードをすることができます。 

開 催 日 開 催 時 間 開  催  場  所 住    所 

11 月 26日(水) 
10：00～12：00 

14：00～16：00 

古河市生涯学習センター総和 

とねミドリ館多目的ホール 
古河市前林 1953－1 

11 月 27日(木) 
10：00～12：00 

14：00～16：00 
境町中央公民館講堂 境町境 395－1 

 

 

【源泉所得税の納付はお済みですか】 
源泉所得税の納付期限は給与等の支払日の翌月 10 日です。 

納期の特例を受けられている方は 1 月 20 日と 7 月 10 日です。 

納付期限までにお忘れなく納付されますようお願いいたします。 

                              

                                  

資 本 金         現  行          改正内容 

3000 万円超      30％特別償却         即時償却 

1 億円以下      （税額控除なし）      又は 7％税額控除 

3000 万円       30％特別償却         即時償却 

以下         又は 7％税額控除      又は 10％税額控除 
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⑥ ⑤

管
内
四
地
区
の

  

社
会
福
祉
協
議
会
に
贈
呈

　

平
成
二
十
五
年
度
の
地
域
社
会

貢
献
活
動
と
し
て
、
四
地
区
の
社

会
福
祉
協
議
会
に
対
し
車
椅
子

十
二
台
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
当
地

域
で
も
、
す
で
に
高
齢
化
社
会
を

迎
え
、
広
く
地
域
の
皆
様
に
お
役

に
立
て
れ
ば
と
願
う
も
の
で
す
。

　

今
後
も
当
会
の
指
針
で
あ
る
、

地
域
振
興
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

社
会
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
取
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

の
ご
意
見
を
是
非
お
寄
せ
下
さ

い
。 地

域
社
会
貢
献
活
動

車
椅
子
十
二
台
を
贈
呈

古
河
・
境
警
察
署
管
内
の

　
協
会
へ
贈
呈

　

平
成
二
十
五
年
度
は
公
益
認
定

法
人
と
な
り
、
更
な
る
交
通
事
故

防
止
と
地
域
社
会
の
安
全
確
保
支

援
の
た
め
、
対
応
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
毎
年
「
コ
ツ
コ
ツ
」
と

ニ
ー
ズ
の
高
い
商
品
等
の
贈
呈
を

継
続
し
て
い
く
方
針
で
す
。

交
通
安
全
・

防
犯
協
会
へ
寄
贈

古河地区交通安全協会五月女会長
と川上前署長と矢澤副会長

○
組
織
委
員
会

　

三
月
四
日（
火
）と
六
月
十
七
日

（
火
）に
開
催
。

二
十
六
年
度
の
目
標
（
六
十
四

社
）
と
推
進
方
法
・
地
区
会
目
標

を
協
議
し
た
。

☆
地
区
会
目
標

　

古
河
地
区
会	

十
五
社

　

坂
東　

〃	

十
五
社

　

境　
　

〃	

十
社

　

総
和　

〃	

十
社

　

三
和　

〃	

十
社

　

五
霞　

〃	

四
社

　

右
記
目
標
に
対
し
、
実
績
順

に
、
従
来
同
様
の
表
彰
を
す
る
。

委
員
会
活
動

古河地区防犯協会会長の菅谷市長と
川上前署長と矢澤副会長

境地区交通安全協会五島会長と
青木署長と塚原副会長

境地区防犯協会会長代理の斉藤
境副区長と青木署長と塚原副会長

①②③④

①…弓削会長
②…渡邉坂東地区会長
③…塚原境地区会長と間瀬理事
④…（本所）矢沢総和地区会長
⑤…（三和支所）森田三和地区会長
⑥…須釜五霞地区会長
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組織委員会

厚生委員会

広報委員会研修委員会

第１回理事会

○
厚
生
委
員
会

　

六
月
十
一
日
（
水
）
に
開
催
。

二
十
六
年
度
の
目
標
（
新
規
企
業

二
十
社
・
紹
介
五
十
社
）
と
推
進

方
法
・
地
区
会
目
標
を
協
議
し
た
。

☆
地
区
会
目
標（
厚
生
制
度

新
規
加
入
先
数
目
標
）

古
河
地
区
会
五
社
・
紹
介
十
二
社

坂
東　

〃　

四
社
・
〃　
　

八
社

境　
　

〃　

三
社
・
〃　
　

六
社

総
和　

〃　

三
社
・
〃　

十
一
社

三
和　

〃　

三
社
・
〃　
　

八
社

五
霞　

〃　

二
社
・
〃　
　

五
社

　

右
記
目
標
に
対
し
て
実
績
順

に
、
従
来
同
様
の
表
彰
を
す
る
。

更
に
、
昨
年
度
よ
り
役
員
加
入
率

一
位
の
親
会
・
青
年
・
女
性
別
に

地
区
会
を
表
彰
す
る
。

○
広
報
委
員
会

　

六
月
十
日
（
火
）
、
本
紙

五
十
六
号
発
行
の
委
員
会
を
開

催
。
表
紙
は
、
「
境
地
区
会
」
が

担
当
。
記
事
の
内
容
は
、
概
ね
従

来
同
様
の
内
容
を
確
認
し
た
。
ま

た
、
発
行
部
数
は
従
来
通
り
三
千

部
と
す
る
。

　

会
員
増
強
の
た
め
の
「
法
人
た

よ
り
」
活
用
に
つ
い
て
、
意
見
交

換
し
た
。

　

新
規
会
員
紹
介
は
、
四
十
八
号

よ
り
、
名
刺
サ
イ
ズ
の
「
会
社
紹

介
」
記
事
と
し
、
写
真
貼
付
も
可

と
し
た
。
新
規
会
員
紹
介
は
、
紹

介
欄
拡
大
希
望
と
記
事
写
真
を
大

き
く
と
の
意
見
が
出
て
改
善
す
る

旨
伝
え
た
。

諸
会
議
の
開
催

○
研
修
委
員
会

　

七
月
二
十
三
日(

水)

に
第
一
回

委
員
会
開
催
。
二
十
五
年
度
の
実

績
報
告
と
二
十
六
年
度
の
計
画
。

主
な
内
容
は
、
①
地
区
会
税
務
研

修
会
の
強
化
②
経
営
研
修
会
の
充

実
③
一
般
公
開
研
修
会
の
開
催

(

税
務
署
と
共
催
の
決
算
期
別
・

新
設
法
人
説
明
会
等)

＝
今
後
の
行
事
等
の
予
定
＝

☆
相
続
税
改
正
・
事
業
承
継

　
　

税
制
説
明
会

　
　

十
月
八
日
（
水
）
予
定
。

☆
税
制
改
正
提
言
活
動

　
　

十
一
月
上
旬
に
国
会
議
員
・

　
　

首
長
・
議
長
に
対
し
て

　
　

実
施
予
定
。

☆
第
三
回
理
事
会

　
　

十
二
月
上
旬
開
催
予
定
。

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

　
　
　
　
　
　
「
車
椅
子
」
寄
贈

　
　

二
十
七
年
二
月
予
定
。

☆
交
通
安
全
・
防
犯
協
会
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
商
品
等
の
寄
贈

　
　

二
十
七
年
三
月
予
定
。

☆
第
四
回
理
事
会

　
　

二
十
七
年
三
月
上
旬開

催
予
定
。

○
二
十
五
年
度
第
一
回
理
事
会

　

五
月
一
日
（
木
）
、
古
河
商
工

会
議
所
会
議
室
に
て
、
理
事
会
を

開
催
し
た
。

　

第
二
十
九
回
総
会
議
案
に
つ
い

て
・
二
十
五
年
度
の
会
員
増
強
褒

賞
・
厚
生
事
業
優
良
表
彰
・
功
労

者
表
彰
を
主
体
に
協
議
し
た
。

ま
た
、
二
十
六
年
度
の
予
算
は
、

三
月
十
九
日(

水)

の
二
十
五
年
度

第
五
回
理
事
会
で
承
認
受
け
、
三

月
二
十
六
日(

水)

に
公
益
認
定
等

委
員
会
へ
報
告
し
ま
し
た
。
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☆
第
二
十
八
回
総
会
開
催

　

四
月
十
日
（
木
）
、
三
十
一
名

参
加
し
、
開
催
。

全
議
案
が
原
案
通
り
、
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

青

年

部

会

部
会
活
動

☆
古
河
税
務
署
田
代
　
茂

前
署
長
講
演
会
開
催

　

一
月
二
十
三
日（
木
）、
二
十
七

名
参
加
し
、
古
河
商
工
会
議
所
で

十
時
か
ら
「
税
の
役
割
と
税
務
署

の
仕
事
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

　

内
容
は
、
「
財
政
の
現
状
」

「
税
務
署
の
仕
事
」
「
重
点
的
取

組
事
項
」
等
で
参
加
者
は
税
金
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

女

性

部

会

☆
第
二
回
正
副
会
長
会
議
開
催

　
＝
年
間
事
業
決
定
＝

　

六
月
十
二
日
（
木
）
、
十
名
出

席
し
開
催
。

＊
十
一
月
二
十
日（
木
）～

二
十
一
日（
金
）

　

全
国
青
年
の
集
い「
秋
田
大
会
」

＊
八
月
八
日（
金
）古
河
市
主
催

　
「
道
の
日
」清
掃
活
動
実
施　

＊
古
河
駅
頭
清
掃
活
動

　

十
一
月
五
日(

水)

予
定

　

古
河
・
総
和
・
三
和
地
区
会
が

　

参
加
。

☆
第
二
十
八
回
総
会
開
催

　

四
月
七
日（
月
）、
二
十
七
名
参

加
し
、
開
催
。

全
議
案
が
原
案
通
り
、
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

☆
第
九
回
全
国
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム（
香
川
大
会
）へ
参
加

　

四
月
十
日（
木
）、
サ
ン
ポ
ー
ト

ホ
ー
ル
高
松
で
開
催
。

　

当
会
で
は
、
斎
藤
部
会
長
と
高

橋
監
事
の
二
名
が
参
加
。

非
常
に
感
動
的
で
、
二
十
七
年
は

是
非
、
沢
山
の
役
員
参
加
を
、
呼

び
掛
け
た
い
と
の
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。

☆
第
二
回
正
副
会
長
会
議
開
催

　
＝
年
間
事
業
決
定
＝

　

六
月
二
十
三
日（
月
）、
十
六
名

出
席
し
開
催
。

＊
節
電
啓
発
の「
い
ち
ご
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」で
う
ち
わ
配
布

　

八
月
八
日(
金)
青
年
部
参
加
の

「
道
の
日
」清
掃
活
動
時
、
役
員

が
古
河
駅
西
・
東
口
で
配
布
実

施
。

＊
役
員
視
察
研
修

　

十
月
二
日(

木)

、
東
京
の
目
黒

雅
叙
園
と
コ
レ
ド
室
町
散
策
等
。

＊
小
学
生
向
け
租
税
教
室
参
加

「
九
月
二
十
二
日(

月)

か
ら

二
十
七
年
一
月
十
六
日(

金)

」

　

全
法
連
グ
ッ
ズ
を
古
河
税
務
署

管
内
の
参
加
生
徒
全
員
へ
配
布
予

定
。

　

昨
年
度
よ
り
全
地
区
会
役
員
が

講
師
補
助
者
と
し
て
参
加
。

　

青
年
部
会
と
合
同
で
参
加
。

　

今
年
度
は
、
青
年
部
田
口
会

計
・
女
性
部
斎
藤
部
会
長
が
、
初

め
て
講
師
と
し
て
参
加
。

＊「
ミ
ニ
」講
演
会
開
催
予
定

　

二
十
七
年
一
月
下
旬
、
正
副
会

議
と
同
時
開
催
予
定
。

＊
小
学
生
向
け
租
税
教
室

　

女
性
部
会
と
合
同
で
講
師
及
び

講
師
補
助
者
と
し
て
参
加
。
尚
、

概
要
は
女
性
部
会
へ
記
載
し
ま
し

た
。

26年度税務署関係研修会の予定と実績
○今後の予定
　【1〜6月設立】新設法人説明会
　　内　容　上記法人を対象の説明会
　　講　師　古河税務署　担当官
　　日　時　9月19日（金）　14：00～16：00
　　場　所　古河商工会議所２階会議室
　【10 〜 12 月決算】決算期別説明会
　　内　容　上記法人を対象の説明会
　　講　師　古河税務署　担当官
　　日　時　10月 22 日（水）	14：00 ～ 16：00
　　場　所　古河商工会議所 2階会議室

○既往実績
　①4～6月決算期別説明会
　　日　時　4月16日（水）　　　　　　  時　間　14:00～16:00
　　場　所　古河商工会議所3階会議室　 参加者　15名
　②7～9月決算期別説明会
　　日　時　7月24日（木）　　　　　　　時　間　14:00～16:00
　　場　所　①に同じ　　　　　　　　　参加者　20名
　③新設法人説明会（7～12月設立）
　　日　時　3月13日（木）　　　　　　　時　間　14:00～16:00
　　場　所　古河商工会議所２階会議室　参加者　3名

（	11	）　第 56号 平成26年 9月 8日



◎
第
二
十
九
回
総
会
と

税
務
研
修
会
開
催

　

六
月
五
日（
木
）、
「
境
町
商
工

会
館
」
で
、
青
年
部
と
合
同
で
、

三
十
五
名
が
参
加
し
、
開
催
。

　

全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承

認
。

地
区
会
た
よ
り

境

地

区

会

◎
青
年
部
事
業
報
告
会
開
催

　

六
月
二
十
五
日（
水
）、
土
浦
市

「
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波
」
で
、

九
名
が
参
加
し
、
開
催
。

　

全
議
案
を
可
決
承
認
。

　

報
告
会
前
に
、
つ
く
ば
市
の

「
筑
波
東
急
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
で

親
睦
ゴ
ル
フ
を
開
催
。

　

成
績
は
左
記
の
通
り
で
す
。

優　

勝　

宍
戸
俊
彦
氏

　
　
　
　

フ
ァ
ス
テ
ッ
ク
㈱

準
優
勝　

並
木
淳
一
氏

　
　
　
　
（
有
）並
木
保
険
企
画

第
三
位　

小
林　

力
氏

　
　
　
　
（
有
）小
林
自
動
車

三

和

地

区

会

◎
総
会
・
女
性
部
と
合
同
開
催

　

五
月
三
十
日（
金
）、
諸
川
の

「
中
田
屋
」
で
、
三
十
名
が
参
加

し
、
開
催
。

　

全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
。

　
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
。

　

総
会
終
了
後
、
古
河
税
務
署
酒

井
統
括
官
を
講
師
に
招
き
、「
平

成
二
十
六
年
度
税
制
改
正
に
つ
い

て
」を
テ
ー
マ
に
税
務
研
修
会
開
催
。

　

研
修
会
終
了
後
、懇
親
会
を
開
催

し
、会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
た
。

五

霞

地

区

会

　

＊
受
賞
者

　

☆（
医
法
）茨
城
愛
心
会

　
　
　
　
　
　
　

古
河
病
院

山
口
智
久
氏

　

☆（
株
）内
田
組	

池
田
富
子
氏

　

☆（
株
）小
松
電
工
社	谷

部
幸
子
氏

　

☆
日
吉
交
通（
株
）古
河（
営
）

杉
山
淳
子
氏

◎
今
後
行
事

　

☆
十
月
八
日（
水
）～
九
日（
木
）

　
　

宮
城
県
女
川（
東
日
本
大
震

　
　

災
支
援
）

☆
十
月　

オ
リ
オ
ン
商
店
会バ

ザ
ー

（
以
上
女
性
部
会
）

　

☆
十
一
月　

税
務
研
修
会

古

河

地

区

会

◎
総
会
開
催

　

六
月
十
八
日（
水
）、
町
内
「
一

ふ
じ
」
に
於
い
て
、
二
十
六
名
参

加
し
、
第
二
十
九
回
通
常
総
会
を

開
催
。

◎
総
会
の
開
催

　

＝
優
良
経
理
担
当
者
を
表
彰
＝

　

五
月
八
日(

木)

、市
内「
和
田

家
」に
於
い
て
、三
十
八
名
参
加

し
、第
二
十
九
回
通
常
総
会
を
開

催
。

　

全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
。

　

ま
た
、「
誠
実
・
奉
仕
」を
モ
ッ

ト
ー
に
各
種
講
習
会
・
研
修
会
の

充
実
を
は
か
り
、会
員
企
業
の
繁

栄
に
資
す
る
事
業
展
開
計
画
。

◎
総
会
後
、
税
務
研
修
会
を
開
催

　

古
河
税
務
署
阿
部
上
席
を
講
師

に
招
き
、
「
税
制
改
正
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
相
続
税
・
贈
与
税

等
の
改
正
点
に
つ
い
て
の
内
容

だ
っ
た
。

　

終
了
後
、
「
松
鶴
」
に
て
懇
親

会
開
催
し
、
親
睦
を
深
め
た
。

=

二
十
六
年
度
女
性
部
会
事
業
内
容=

☆
十
月
十
六
日（
木
）～
十
七（
金
）

　

役
員
研
修
「
昼
神
温
泉
」

☆
一
月

　

観
劇
会
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
か
観

劇
」
計
画

☆
二
月

　

経
営
研
修
の
一
環
と
し
て
の

「
白
元
」
訪
問
と
新
年
会

開
催

　

総
和
地
区
会
と
合
同
開
催
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◎
女
性
部
会
税
務
研
修
会
の
開
催

　

七
月
七
日（
月
）、
税
理
士
の
松

田
充
治
氏
を
講
師
に
招
き
、「
消
費

税
の
現
状
と
今
後
の
動
向
に
つ
い

て
」を
テ
ー
マ
に
十
四
名
が
参
加

し
開
催
。

◎
青
年
部
会
合
同

税
務
研
修
会
の
開
催

　

七
月
十
六
日（
水
）、総
和
・
三

和
地
区
会
と
合
同
で
二
十
二
名
が

参
加
し
、「
小
松
園
」で
、
猪
瀬
勝

税
理
士
を
講
師
に
招
き
、「
消
費
税

率
引
き
上
げ
を
乗
り
切
る
収
益
確

保
策
」を
テ
ー
マ
開
催
。

　

研
修
終
了
後
、
講
師
も
参
加
し

た
交
流
会
で
は
、
更
に
、
親
睦
を

深
め
た
。

◎
青
年
部
会
総
会

　

六
月
五
日（
木
）、
地
元
の

「
ザ
・
カ
ル
ビ
」で
十
名
参
加
し
開

催
。

◎
女
性
部
会
総
会

　

六
月
四
日（
水
）、
地
元
の「
旬

丘
里
」で
十
六
名
参
加
し
開
催
。

　

事
業
計
画
を
含
め
、
全
議
案
が

原
案
通
り
可
決
承
認
。

=

二
十
六
年
度
女
性
部
会
事
業
内
容=

☆
九
月
二
十
日(

土)

地
域
社
会
貢
献
活
動
の

「
古
河
市
ふ
れ
あ
い
広
場
」
参
加

☆
十
一
月

　

視
察
研
修
会

☆
二
月

　

経
営
研
修
の
一
環
と
し
て
の

「
白
元
」
訪
問
と
新
年
会
開
催

　

三
和
地
区
会
と
合
同
開
催

◎
総
会
開
催

　

六
月
一
日（
日
）～
二
日（
月
）、

い
わ
き
湯
本
温
泉「
ホ
テ
ル
美
里
」

で
、
二
十
二
名
参
加
し
開
催
。

　

第
二
十
九
回
通
常
総
会
は
、
全

議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
。

　

六
月
二
日
は
、「
ク
レ
ハ
化
学
工

業
」の
工
場
と
福
島
で
東
日
本
大

震
災
被
災
地
の「
復
興
状
況
」を
視
察
。

総

和

地

区

会

◎
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

第
五
十
回
を
開
催

（
研
修
委
員
会
主
催
）

　

六
月
十
八
日（
水
）、
第
五
十
回

大
会
を
地
元
「
猿
島
Ｃ
Ｃ
」
で

三
十
一
名
が
参
加
し
開
催
。

成
績
は
左
記
の
通
り
で
す
。

☆
総
合
の
部

優　

勝　

相
澤　
　

徹
氏

（
有
）相
澤
商
店

準
優
勝　

山
形　

裕
輔
氏

（
株
）大
利
根
Ｃ
Ｃ

◎
第
二
十
九
回
総
会
開
催

　

五
月
二
十
二
日（
木
）、市
内「
さ

し
ま
」に
於
い
て
二
十
六
名
参
加

し
開
催
。

　

全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
。

　

ま
た
、
懇
親
会
は
来
賓
・
参
加

者
と
も
時
間
の
経
過
を
忘
れ
て
、

情
報
交
換
と
懇
親
を
深
め
た
。

坂

東

地

区

会

☆
グ
ロ
ス
の
部

優　

勝　

齊
藤　

哲
也
氏

（
株
）新
東
京
ゴ
ル
フ

☆
女
子
の
部

優　

勝　

針
谷　

あ
さ
子
氏

◎
今
後
行
事

　

☆
九
月

　
　

税
務
研
修
会

　

☆
二
十
七
年
一
月

　
　

決
算
書
の
見
方

（
別
表
の
作
成
方
法
と

銀
行
の
融
資
判
断
等
）
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新会員紹介（敬称略）

「法人会員」募集中
新規会員を募集中です。

既会員のご関係先で未加入の法人がございましたら、是非ご加入をお勧め下さい。

講演会の聴講、税務関連の講習会、会員間の異業種交流などお役に立てるものと

存じます。

お申込みの手続きは、各地区会事務局までお願いいたします。

境 株式会社 太新工務店

信頼を第一に！
安心・丁寧・親切

な設計施工

住所：境町百戸1582-2
電話：0280-87-4778　FAX：0280-51-6255

　

島
田
事
務
局
長
に
は
、
平
成

二
十
年
八
月
就
任
以
来
、
六
年

三
ヶ
月
勤
務
し
ま
し
た
が
、
定
年

に
よ
り
十
月
末
日
で
退
職
予
定
で

す
。

　

後
任
と
し
て
五
月
理
事
会
で
承

認
を
受
け
、
十
月
一
日
よ
り
、
新

事
務
局
長
に
鈴
木
久
雄
氏
（
野
木

町
在
住
）
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

前
任
者
同
様
、
会
員
の
皆
様
に

は
引
き
続
き
、
お
引
き
立
て
頂
き

た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

56号のパズルの答え①短冊②竹の葉③口④湯気⑤「僕」→「私」⑥帽子⑦星（☆）のマーク

ど
う
ぞ
・
よ
ろ
し
く
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お 知 ら せ

献血活動にご協力を!!
　古河法人会では、献血を地域社会貢献活動として推進しております。
　茨城県内の医療用血液の需要はますます高まる一方、供給は献血協力者に
頼っており、慢性的に不足し県外からの「善意」の献血でまかなっている状況
です。
　つきましては、献血の安定供給に少しでも寄与できるよう次の通り献血を実
施いたします。会員及び会員企業の従業員の皆さまからの複数献血にご協力を
お願い申し上げます。

○日　時○　　11月7日（金）	 		 10:00～12:00
	 　				 13:15～15:30
○場　所○　　古河市役所古河庁舎

○日　時○　　11月18日（火）	 			13:00～15:30
○場　所○　　古河市三和公民館

○日　時○　　27年1月8日（木）	10:00～12:00
	 　				13:15～15:30
○場　所○　　古河市役所総和庁舎
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